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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年6月23日(2016.6.23)

【公表番号】特表2015-517459(P2015-517459A)
【公表日】平成27年6月22日(2015.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-040
【出願番号】特願2015-509461(P2015-509461)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/605    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/575    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/50     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   14/605    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/00     １０１　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   14/575    　　　　
   Ａ６１Ｋ   37/24     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ    5/50     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     １０１　
   Ａ６１Ｐ    9/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
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   Ａ６１Ｐ   11/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7088   　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月28日(2016.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式Ｉ’：
Ｒ１－Ｔｙｒ－Ｘ２－Ｘ３－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｘ７－Ｓｅｒ－Ｘ９－Ｘ１０－Ｘ
１１－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｌｙｓ－Ａｌａ－Ｘ１９－Ｘ２０－Ｘ
２１－Ｘ２２－Ｘ２３－Ｘ２４－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｘ２７－Ｘ２８－Ｘ２９－Ｘ３０－Ｘ
３１－Ｘ３２－Ｘ３３－Ｘ３４－Ｘ３５－Ｘ３６－Ｘ３７－Ｘ３８－Ｘ３９－Ｘ４０－Ｘ
４１－Ｘ４２－Ｒ２（Ｉ’）（配列番号６１）
［式中、
Ｒ１がＨｙ－、Ａｃ又はｐＧｌｕであり；
Ｘ２がＡｌａ、Ａｉｂ又はＧｌｙであり；
Ｘ３がＧｌｕ又はＡｓｐであり；
Ｘ７がＴｈｒ、Ｓｅｒ又はＩｌｅであり；
Ｘ９がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１０がＴｙｒ、Ｌｅｕ又はＳｅｒであり；
Ｘ１１がＳｅｒ又はＬｅｕであり；
Ｘ１２がＩｌｅ又はＬｙｓであり；
Ｘ１３がＡｌａ、Ｔｙｒ又はＡｉｂであり；
Ｘ１４がＭｅｔ、Ｌｅｕ又はＳｅｒであり；
Ｘ１５がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１６がＬｙｓ、Ｇｌｙ、Ｓｅｒ又はＧｌｕであり；
Ｘ１９がＧｌｎ、Ａｌａ、Ｇｌｕ又はＬｙｓであり；
Ｘ２０がＧｌｎ、Ｌｙｓ、Ａｒｇ又はＨｉｓであり；
Ｘ２１がＡｓｐ、Ａｌａ又はＧｌｕであり；
Ｘ２２がＰｈｅ又は１Ｎａｌであり；
Ｘ２３がＶａｌ、Ｉｌｅ又はＬｅｕであり；
Ｘ２４がＡｓｎ、Ｇｌｕ、Ａｒｇ又はＬｙｓであり；
Ｘ２７がＬｅｕ、Ｖａｌ、Ｉｌｅ、Ｌｙｓ、Ｇｌｕ又はＳｅｒであり；
Ｘ２８がＡｌａ、Ｓｅｒ、Ａｒｇ又はＡｉｂであり；
Ｘ２９がＧｌｎ、Ａｉｂ、Ｌｙｓ、Ｇｌｙ又はＡｌａであり；
Ｘ３０がＬｙｓ、Ｇｌｙ、Ｐｒｏ又は存在せず；
Ｘ３１がＧｌｙ、Ｐｒｏ、Ｓｅｒ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３２がＬｙｓ、Ｓｅｒ又は存在せず；
Ｘ３３がＬｙｓ、Ｓｅｒ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３４がＡｓｎ、Ｇｌｙ、Ａｌａ、Ｌｙｓ又は存在せず；
Ｘ３５がＡｓｐ、Ａｌａ、Ｐｒｏ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３６がＴｒｐ、Ｐｒｏ、Ｌｙｓ又は存在せず；
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Ｘ３７がＬｙｓ、Ｐｒｏ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３８がＨｉｓ、Ｐｒｏ、Ｓｅｒ、Ｌｙｓ又は存在せず；
Ｘ３９がＡｓｎ、Ｓｅｒ又は存在せず；
Ｘ４０がＩｌｅ又は存在せず；
Ｘ４１がＴｈｒ又は存在せず；
Ｘ４２がＧｌｎ又は存在せず；そして
Ｒ２が－ＮＨ２又はＯＨである］
により表されるＧＩＰアナログであって、
ＧＩＰ及びＧＬＰ－１受容体においてアゴニスト活性を有する前記アナログ又はこれらの
医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物。
【請求項２】
　前記ＧＩＰアナログが、一般式Ｉ（ｂ）’：
Ｒ１－Ｔｙｒ－Ｘ２－Ｘ３－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｘ７－Ｓｅｒ－Ｘ９－Ｘ１０－Ｘ
１１－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｘ１４－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｌｙｓ－Ａｌａ－Ｘ１９－Ｘ２０－Ｘ
２１－Ｐｈｅ－Ｘ２３－Ｘ２４－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｘ２７－Ｘ２８－Ｘ２９－Ｘ３０－Ｘ
３１－Ｘ３２－Ｘ３３－Ｘ３４－Ｘ３５－Ｘ３６－Ｘ３７－Ｘ３８－Ｘ３９－Ｘ４０－Ｘ
４１－Ｘ４２－Ｒ２（Ｉ（ｂ）’）（配列番号６３）
［式中、
Ｒ１がＨｙ－、Ａｃ又はｐＧｌｕであり；
Ｘ２がＡｌａ、Ａｉｂ又はＧｌｙであり；
Ｘ３がＧｌｕ又はＡｓｐであり；
Ｘ７がＴｈｒ又はＳｅｒであり；
Ｘ９がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１０がＴｙｒ又はＬｅｕであり；
Ｘ１１がＳｅｒ又はＬｅｕであり；
Ｘ１２がＩｌｅ又はＬｙｓであり；
Ｘ１３がＡｌａ、Ｔｙｒ又はＡｉｂであり；
Ｘ１４がＬｅｕ又はＳｅｒであり；
Ｘ１５がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１６がＬｙｓ、Ｓｅｒ又はＧｌｕであり；
Ｘ１９がＧｌｎ、Ａｌａ、Ｇｌｕ又はＬｙｓであり；
Ｘ２０がＧｌｎ、Ｌｙｓ、Ａｒｇ又はＨｉｓであり；
Ｘ２１がＡｓｐ、Ａｌａ又はＧｌｕであり；
Ｘ２３がＶａｌ、Ｉｌｅ又はＬｅｕであり；
Ｘ２４がＡｓｎ、Ｇｌｕ、Ａｒｇ又はＬｙｓであり；
Ｘ２７がＬｅｕ、Ｇｌｕ、Ｖａｌ又はＩｌｅであり；
Ｘ２８がＡｌａ、Ｓｅｒ、Ａｒｇ又はＡｉｂであり；
Ｘ２９がＧｌｎ、Ｇｌｙ、Ａｉｂ又はＡｌａであり；
Ｘ３０がＬｙｓ、Ｇｌｙ、Ｐｒｏ又は存在せず；
Ｘ３１がＧｌｙ、Ｐｒｏ、Ｓｅｒ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３２がＬｙｓ、Ｓｅｒ又は存在せず；
Ｘ３３がＬｙｓ、Ｓｅｒ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３４がＡｓｎ、Ｇｌｙ、Ａｌａ、Ｌｙｓ又は存在せず；
Ｘ３５がＡｓｐ、Ａｌａ、Ｐｒｏ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３６がＴｒｐ、Ｐｒｏ、Ｌｙｓ又は存在せず；
Ｘ３７がＬｙｓ、Ｐｒｏ、Ｇｌｕ又は存在せず；
Ｘ３８がＨｉｓ、Ｐｒｏ、Ｓｅｒ、Ｌｙｓ又は存在せず；
Ｘ３９がＡｓｎ、Ｓｅｒ又は存在せず；
Ｘ４０がＩｌｅ又は存在せず；
Ｘ４１がＴｈｒ又は存在せず；
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Ｘ４２がＧｌｎ又は存在せず；そして
Ｒ２が－ＮＨ２又は－ＯＨである］
により表される、請求項１に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若
しくは溶媒和物。
【請求項３】
　一般式ΙΙ’：
Ｒ１－Ｔｙｒ－Ｘ２－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｘ７－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｘ１０
－Ｘ１１－Ｘ１２－Ｘ１３－Ｌｅｕ－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｌｙｓ－Ａｌａ－Ｘ１９－Ｘ２０
－Ｘ２１－Ｐｈｅ－Ｘ２３－Ｘ２４－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｘ２７－Ｘ２８－Ｘ２９－Ｘ３０
－Ｙ１－Ｒ２（ＩＩ’）（配列番号６４）
［式中、
Ｒ１がＨｙ－、Ａｃ又はｐＧｌｕであり；
Ｘ２がＡｉｂ又はＧｌｙであり；
Ｘ７がＴｈｒ、Ｉｌｅ又はＳｅｒであり；
Ｘ１０がＴｙｒ又はＬｅｕであり；
Ｘ１１がＳｅｒ又はＬｅｕであり；
Ｘ１２がＩｌｅ又はＬｙｓであり；
Ｘ１３がＡｌａ、Ｔｙｒ又はＡｉｂであり；
Ｘ１５がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１６がＳｅｒ、Ｇｌｕ又はＬｙｓであり；
Ｘ１７がＩｌｅ又はＬｙｓであり；
Ｘ１９がＧｌｎ又はＡｌａであり；
Ｘ２０がＬｙｓ、Ｈｉｓ又はＡｒｇであり；
Ｘ２１がＡｌａ、Ａｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ２３がＶａｌ又はＩｌｅであり；
Ｘ２４がＡｓｎ、Ｌｙｓ又はＧｌｕであり；
Ｘ２７がＬｅｕ、Ｇｌｕ、Ｖａｌ又はＩｌｅであり；
Ｘ２８がＡｉｂ、Ａｌａ、Ｓｅｒ又はＡｒｇであり；
Ｘ２９がＧｌｎ、Ａｉｂ、Ａｌａ、Ｇｌｙ又はＬｙｓであり；
Ｘ３０がＬｙｓ、Ｇｌｙ又は存在せず；
Ｙ１がＧｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ、Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐ
ｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ又は存在せず；そして
Ｒ２が－ＮＨ２又は－ＯＨである］
により表される、ＧＩＰアナログであって、
ＧＩＰ及びＧＬＰ－１受容体においてアゴニスト活性を有する前記アナログ又はこれらの
医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物。
【請求項４】
　前記ＧＩＰアナログが、一般式ＩＩ（ａ）’：
Ｒ１－Ｔｙｒ－Ｘ２－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｘ７－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｘ１０
－Ｘ１１－Ｉｌｅ－Ｘ１３－Ｌｅｕ－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｌｙｓ－Ａｌａ－Ｘ１９－Ｘ２０
－Ｘ２１－Ｐｈｅ－Ｘ２３－Ｘ２４－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｘ２７－Ｘ２８－Ｘ２９－Ｘ３０
－Ｙ１－Ｒ２（ＩＩ（ａ）’）（配列番号６５）
［式中、
Ｒ１がＨｙ－、Ａｃ又はｐＧｌｕであり；
Ｘ２がＡｉｂ又はＧｌｙであり；
Ｘ７がＴｈｒ、Ｉｌｅ又はＳｅｒであり；
Ｘ１０がＴｙｒ又はＬｅｕであり；
Ｘ１１がＳｅｒ又はＬｅｕであり；
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Ｘ１３がＡｌａ、Ｔｙｒ又はＡｉｂであり；
Ｘ１５がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１６がＳｅｒ、Ｇｌｕ又はＬｙｓであり；
Ｘ１９がＧｌｎ、Ｌｙｓ、Ａｌａ又はＧｌｕであり；
Ｘ２０がＬｙｓ、Ｈｉｓ又はＡｒｇであり；
Ｘ２１がＡｌａ、Ａｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ２３がＶａｌ又はＩｌｅであり；
Ｘ２４がＡｓｎ、Ｌｙｓ又はＧｌｕであり；
Ｘ２７がＬｅｕ、Ｇｌｕ、Ｖａｌ又はＩｌｅであり；
Ｘ２８がＡｉｂ、Ａｌａ、Ｓｅｒ又はＡｒｇであり；
Ｘ２９がＧｌｎ、Ａｉｂ、Ａｌａ又はＧｌｙであり；
Ｘ３０がＬｙｓ、Ｇｌｙ又は存在せず；
Ｙ１がＧｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ、Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐ
ｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ又は存在せず；そして
Ｒ２が－ＮＨ２又は－ＯＨである］
により表される、請求項３に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若
しくは溶媒和物。
【請求項５】
　前記ＧＩＰアナログが、一般式ＩＩ（ｂ）’：
Ｒ１－Ｔｙｒ－Ａｉｂ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｘ７－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｔｙ
ｒ－Ｓｅｒ－Ｉｌｅ－Ｘ１３－Ｌｅｕ－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｌｙｓ－Ａｌａ－Ｇｌｎ－Ｘ２
０－Ｘ２１－Ｐｈｅ－Ｘ２３－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｘ２７－Ｘ２８－Ａｌａ－Ｘ３
０－Ｙ１－Ｒ２（ＩＩ（ｂ）’）（配列番号６６）
［式中、
Ｒ１がＨｙ－、Ａｃ又はｐＧｌｕであり；
Ｘ７がＴｈｒ又はＳｅｒであり；
Ｘ１３がＡｌａ又はＴｙｒであり；
Ｘ１５がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１６がＬｙｓ、Ｇｌｕ又はＳｅｒであり；
Ｘ２０がＬｙｓ、Ｈｉｓ又はＡｒｇであり；
Ｘ２１がＡｌａ、Ａｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ２３がＶａｌ又はＩｌｅであり；
Ｘ２７がＬｅｕ、Ｇｌｕ又はＶａｌであり；
Ｘ２８がＡｒｇ又はＳｅｒであり；
Ｘ３０がＬｙｓ、Ｇｌｙ又は存在せず；
Ｙ１がＧｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ、Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐ
ｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ又は存在せず；そして
Ｒ２が－ＮＨ２又は－ＯＨである］
により表される、請求項４に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若
しくは溶媒和物。
【請求項６】
　前記ＧＩＰアナログが、一般式ＩＩ（ｃ）：
Ｒ１－Ｔｙｒ－Ａｉｂ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｘ７－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｔｙ
ｒ－Ｓｅｒ－Ｉｌｅ－Ｘ１３－Ｌｅｕ－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｌｙｓ－Ａｌａ－Ｇｌｎ－Ｘ２
０－Ｘ２１－Ｐｈｅ－Ｖａｌ－Ｘ２４－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｘ２７－Ａｌａ－Ｘ２９－Ｘ３
０－Ｙ１－Ｒ２（ＩＩ（ｃ））（配列番号６７）
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［式中、
Ｒ１がＨｙ－、Ａｃ又はｐＧｌｕであり；
Ｘ７がＴｈｒ又はＳｅｒであり；
Ｘ１３がＡｌａ、Ａｉｂ又はＴｙｒであり；
Ｘ１５がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１６がＧｌｕ、Ｌｙｓ又はＳｅｒであり；
Ｘ２０がＬｙｓ、Ｈｉｓ又はＡｒｇであり；
Ｘ２１がＡｌａ、Ａｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ２４がＧｌｕ又はＡｓｎであり；
Ｘ２７がＬｅｕ、Ｇｌｕ又はＶａｌであり；
Ｘ２９がＧｌｎ又はＡｉｂであり；
Ｘ３０がＬｙｓ、Ｇｌｙ又は存在せず；
Ｙ１がＧｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ、Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐ
ｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ又は存在せず；そして
Ｒ２が－ＮＨ２又は－ＯＨである］
により表される、請求項４に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若
しくは溶媒和物。
【請求項７】
　前記ＧＩＰアナログが、一般式ＩＩ（ｄ）：
Ｒ１－Ｔｙｒ－Ａｉｂ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｘ７－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｔｙ
ｒ－Ｓｅｒ－Ｉｌｅ－Ｘ１３－Ｌｅｕ－Ｘ１５－Ｘ１６－Ｌｙｓ－Ａｌａ－Ｇｌｎ－Ｘ２
０－Ａｌａ－Ｐｈｅ－Ｖａｌ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｘ２７－Ａｌａ－Ｇｌｎ－Ｘ３
０－Ｙ１－Ｒ２（ＩＩ（ｄ））（配列番号６８）
［式中、
Ｒ１がＨｙ－、Ａｃ又はｐＧｌｕであり；
Ｘ７がＴｈｒ又はＳｅｒであり；
Ｘ１３がＡｌａ、Ａｉｂ又はＴｙｒであり；
Ｘ１５がＡｓｐ又はＧｌｕであり；
Ｘ１６がＧｌｕ、Ｌｙｓ又はＳｅｒであり；
Ｘ２０がＬｙｓ、Ｈｉｓ又はＡｒｇであり；
Ｘ２７がＬｅｕ、Ｇｌｕ又はＶａｌであり；
Ｘ３０がＬｙｓ、Ｇｌｙ又は存在せず；
Ｙ１がＧｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ、Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐ
ｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ、Ｐｒｏ－Ｓ
ｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ又は存在せず；そして
Ｒ２が－ＮＨ２又は－ＯＨである］
により表される、請求項５に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若
しくは溶媒和物。
【請求項８】
　前記アミノ酸配列Ｘ１－Ｘ２９が、以下の（i）～（iii）のいずれかに該当する：
（i）配列Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱ（配
列番号７０）と６アミノ酸以下の違いを有する；
（ii）配列Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＫＫＡＡＫＥＦＶＥＷＬＬＳＡ（配
列番号７１）と６アミノ酸以下の違いを有する；又は
（iii）配列Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥＫＡＡＫＥＦＩＥＷＬＥＳＡ（
配列番号７２）と５アミノ酸以下の違いを有する、
請求項１～７のいずれか一項に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩
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若しくは溶媒和物。
【請求項９】
　Ｘ２４がＧｌｕであり、そして／あるいはＸ２１がＡｌａである、請求項１～７のいず
れか一項に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物。
【請求項１０】
　以下の（i）～（x）のいずれかに該当する：
　（i）Ｘ７がＴｈｒであり、そしてＸ１４がＬｅｕである；
　（ii）Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、そしてＸ１８がＡｌａである；
　（iii）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕである；
　（iv）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、Ｘ１３及び
／又はＸ２９がＡｉｂである；
　（v）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、そしてＸ２
４がＧｌｕである；
　（vi）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、Ｘ２４がＧ
ｌｕであり、そしてＸ２９がＧｌｎである；
　（vii）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、Ｘ２１が
Ａｌａであり、Ｘ２４がＧｌｕであり、そしてＸ２９がＧｌｎである；
　（viii）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、Ｘ２４が
Ｇｌｕであり、Ｘ２７がＬｅｕであり、そしてＸ２８がＳｅｒである；
　（ix）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、Ｘ２４がＧ
ｌｕであり、Ｘ２７がＧｌｕであり、そしてＸ２８がＳｅｒである；又は
　（x）Ｘ２がＡｉｂであり、Ｘ７がＴｈｒであり、Ｘ１４がＬｅｕであり、Ｘ２０がＨ
ｉｓであり、Ｘ２４がＧｌｕであり、Ｘ２７がＬｅｕであり、そしてＸ２８がＳｅｒであ
る、
請求項１～９のいずれか一項に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩
若しくは溶媒和物。
【請求項１１】
　１又は複数の位置１５、１６、１７、１９、２０、２４、２７、２８及び３０に結合し
た親油性置換基を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載のＧＩＰアナログ。
【請求項１２】
　Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＩＳＤＹＳＩＹＬＥＫＫＡＡＫＥＦＶＮＷＬＬＡＱＫ－Ｎ
Ｈ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩ－Ａｉｂ－ＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱ
ＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
ｐＧｌｕ－ＹＡＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－Ｋ－
ＮＨ２；
Ｈｙ－ＹＧＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－Ｋ－ＮＨ

２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＳＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＬＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＬＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＡＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＳＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；



(8) JP 2015-517459 A5 2016.6.23

Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＡＬＥＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＳＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＳＫＡＫＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＫＥＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＫＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＶＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＫＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬ－Ａｉｂ－Ｋ
－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＥＫＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
ＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－
ＧＰＳＳＧＡＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＫＫＡＡＫＥＦＶＮＷＬＬＡＱＫ－ＮＨ

２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫ－Ｋ（１５－カルボキシ－ペンタデカ
ノイル－イソＧｌｕ）－ＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－Ｋ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩ－Ａｉｂ－ＬＤＫ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イ
ソＧｌｕ）－ＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＱＲＡＦＶＥＷＬＬＡＱＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＫＥＦＩＥＷＬＥＳＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＱＲＡＦＶＮＷＬＬＡ－Ａｉｂ－ＫＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＡＬＤＫ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＱＲＡＦＶＮＷＬＶＡ－Ａｉｂ－ＫＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥ－ＫＫＡＡＫＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ

２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥ－ＫＫＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ

２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＫＫＡＱＫＥＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２

；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥＫＡＡＫＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２

；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＳＫＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２

；
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Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＫＫＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２

；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＫＫＡＡＫＥＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２

；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＳＫＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＲＡ－ＮＨ２

；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＫＹＬＤＳ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＫ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧlｕ
）－ＡＡＫＥＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＳ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＲＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＫＤＦＶＥＷＬＥＳＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＫＹＬＤＥ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＫＤＦＩＥＷＬＥＳＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＫＤＦＩＥＷＬＥＳＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＫＹＬＤＳ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＲＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＫＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＳ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＳＡＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＥＫ－Ｋ－（ヘキサデカノイル－イソＧＳ
ｕ）－ＡＡＫＥＦＶＥＷＬＬＳＡＧＰＳＳＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２； 
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＳＫＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＳＡＧＰＳＳ
ＧＡＰＰＰＳ－ＮＨ２；又は
Ｈｙ－Ｙ－Ａｉｂ－ＥＧＴＦＴＳＤＹＳＩＹＬＤＥ－Ｋ（ヘキサデカノイル－イソＧｌｕ
）－ＡＡＨＤＦＶＥＷＬＬＳＡ－ＮＨ２

である、請求項１～１１のいずれか一項に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許
容される塩若しくは溶媒和物。
【請求項１３】
　治療方法に使用のための、請求項１～１２のいずれか一項に記載のＧＩＰアナログ又は
これらの医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物。
【請求項１４】
　担体との混合において、請求項１～１２のいずれか一項に記載のＧＩＰアナログ又はこ
れらの医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物を含有する医薬組成物であって、
　ここで、例えば、前記塩は医薬的に許容される酸付加塩である、前記医薬組成物。
【請求項１５】
　注射又は注入による投与に適した液体として製剤化される、あるいは前記ＧＩＰアナロ
グ又はこれらの医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物の緩徐放出を引き起すために製剤
化される、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　胃及び／又は腸関連疾患、あるいは代謝疾患又は障害を治療する方法に使用するための
、請求項１～１２のいずれか一項に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容され
る塩若しくは溶媒和物。
【請求項１７】
　前記代謝疾患又は障害が、糖尿病、糖尿病関連疾患、肥満、又は肥満関連疾患である、
請求項１６に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物
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。
【請求項１８】
　以下の（i）～（iii）のいずれかに該当する：
　（i）前記糖尿病関連疾患が、インスリン抵抗性、グルコース不耐性、増大した空腹時
グルコース、前糖尿病、１型糖尿病、２型糖尿病、妊娠糖尿病、高血圧、脂質異常症、又
はこれらの組み合わせである、
　（ii）前記糖尿病関連疾患が、アテローム性動脈硬化、動脈硬化症、冠動脈性心疾患、
末梢動脈疾患又は脳卒中である；あるいはアテローム性脂質異常症、高脂血症、上昇した
血圧、高血圧、プロトロンビン状態、炎症促進性状態、又はこれらの組み合わせに関連す
る、あるいは、
　（iii）前記肥満関連疾患が、肥満関連炎症、肥満関連胆嚢疾患、及び肥満に誘導され
る睡眠時無呼吸から選択される、
請求項１７に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物
。
【請求項１９】
　以下の（i）～（iii）のいずれかに該当する：
　（i）前記高脂血症が、高トリグリセリド、低ＨＤＬコレステロール、高ＬＤＬコレス
テロール、動脈壁へのプラークの蓄積、又はこれらの組み合わせから選択される、
　（ii）前記プロトロンビン状態が、血中における高いフィブリノーゲンレベル、及び血
中における高いプラスミノーゲン活性化因子阻害剤－１レベルから選択される、あるいは
、
　（iii）前記炎症促進性状態が、血中の上昇したＣ反応性タンパク質レベルである、
請求項１８に記載のＧＩＰアナログ又はこれらの医薬的に許容される塩若しくは溶媒和物
。
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